
富
国
の
ご
己
ぐ
の
勗
當
ご
勺
吊
朗
》
国
画
言
目
○
３
）
ら
己
．

【
編
著
書
】
旨
ｎ
ｏ
即
○
○
厨
石
戸
四
目
序
ぐ
ｇ
》
西
．
Ｐ
．
舘
国
巨
冒
○
国
辱
‐

弓
国
口
砦
Ｃ
Ｈ
扁
旦
百
房
”
Ｈ
ｇ
①
耐
ｇ
ｍ
Ｏ
・
惣
司
巨
邑
ｇ
ご
ロ
四
国
ロ

牙
の
ロ
①
ぐ
里
８
日
①
具
９
両
ａ
ｏ
ｎ
１
ｇ
さ
喝
』
鴎
ｌ
麗
酌
営

冨
８
．
犀
８
厨
↓
○
ヶ
四
目
Ｑ
目
臥
雨
戸
勺
．
蜀
．
希
号
芦

弓
冨
国
尉
さ
国
の
巴
ロ
①
ぐ
里
○
℃
日
①
昌
旦
、
匿
蔚
さ
さ
四
８
一

目
ゴ
○
匡
伽
胃
．
国
呉
ご
ｑ
↓
ｚ
の
急
冒
○
鳥
》
己
＄
．

六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校

正
の
際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一

部
残
す
こ
と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・

資
料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
印
刷
上
の
誤
植

を
訂
正
す
る
に
留
め
、
原
稿
の
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
は

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
日
ま

で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

八
刷
り
上
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四
枚
）

ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実
費
は

著
者
負
担
と
す
る
。

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望
者

は
校
正
刷
同
封
の
申
込
書
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

’
○
原
稿
の
送
り
先

〒
二
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

｜
函
鐸
詫
諏
壼
桂
和
琴
塞
柾
毒
恒
雄
瀞
曄
圭

一
編
集
後
記

夫
先
生
が
去
る
六
月
二
十
六
日
に
肺
癌
で
急
逝
さ
れ
た
。
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
す
。
学
会
の
準
備
等
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
日
が
た
つ
に
つ
れ
心
配
事
が
重
な
っ
て
き
た
よ
う
に
み
え
る
。

▼
本
会
誌
の
総
会
抄
録
号
の
校
正
を
す
る
八
月
一
日
の
段
階
で
、
会
長

講
演
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
、
具
体
的
に
把
握
で
き
な
か
っ
た

が
、
開
催
地
の
御
努
力
で
学
会
案
内
第
二
報
の
ご
と
く
決
ま
っ
た
。
先

輩
諸
氏
に
う
か
が
う
と
、
予
定
さ
れ
た
会
長
が
総
会
前
に
逝
去
さ
れ
た

と
い
う
例
を
、
本
会
で
は
知
ら
な
い
と
云
わ
れ
て
い
た
。
全
く
の
異
常

事
態
で
あ
っ
た
が
、
何
は
と
も
あ
れ
合
掌
。
▼
編
集
委
員
を
仰
せ
つ
か

っ
て
一
ヶ
年
が
た
っ
た
が
、
未
だ
右
往
左
往
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

学
術
雑
誌
の
編
集
は
ニ
ュ
ー
ス
等
と
異
り
、
文
章
は
長
い
し
、
内
容
は

濃
い
し
、
会
員
の
注
文
は
多
い
し
で
新
任
者
は
判
断
に
大
変
苦
し
ん
で

い
る
。
真
柳
先
生
な
ど
は
、
二
年
か
か
り
ま
す
と
ケ
ロ
リ
と
し
て
お
ら

れ
る
。
▼
Ｂ
５
判
サ
イ
ズ
の
雑
誌
に
変
え
よ
と
い
う
ご
意
見
が
あ
る
。

「
歴
史
学
研
究
」
は
Ｂ
５
判
で
科
学
雑
誌
同
様
の
組
み
方
で
あ
る
が
、

「
日
本
歴
史
」
は
本
誌
と
同
じ
サ
イ
ズ
で
原
著
等
は
一
頁
上
下
二
段
組

み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
歴
史
関
係
雑
誌
は
こ
の
ス
タ
イ
ル
の
方
が
断
然

多
い
と
感
じ
て
い
る
。
と
書
い
て
も
こ
の
方
が
本
当
に
良
い
の
だ
と
い

う
自
信
は
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
が
科
学
と
し
て
闇
歩
し
て
い
く
た
め

に
は
、
科
学
雑
誌
の
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
時
期
に
到
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
二
十
一
世
紀
の
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。
（
中
西
淳
朗
）
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